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一
　
犬
田
卯
、
住
井
す
ゑ
、
安
藤
昌
益

住
井
す
ゑ
が
夫
で
あ
る
犬
田
卯
に
導
か
れ
、
共
に
農
民
文
学
運
動
に
携
わ
っ

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
犬
田
は
文
学
に
よ
る
農
民
解
放
を
唱
え
、

一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
に
中
村
星
湖
ら
と
日
本
最
初
の
農
民
文
学
運
動
グ

ル
ー
プ
と
さ
れ
る
農
民
文
芸
研
究
会
を
組
織
す
る
。
当
時
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
運
動
が
都
市
の
労
働
者
を
中
心
と
し
た
の
に
対
し
、
彼
は
農
民
民
主
主
義
的

な
「
農
民
自
治
」
を
主
張
す
る
。
す
べ
て
の
搾
取
と
そ
の
上
に
立
つ
権
力
を
否

定
、
農
民
自
治
社
会
の
実
現
の
た
め
の
「
土
の
芸
術
」
の
必
要
を
唱
え
た（
１
）。

犬
田
・
住
井
に
よ
る
共
同
執
筆
と
し
て
企
画
さ
れ
、
犬
田
逝
去
の
直
後
に
刊
行

さ
れ
た
『
愛
と
い
の
ち
と　

は
だ
し
の
夫
婦
愛
三
十
六
年
』（
一
九
五
七
年

一
〇
月
、
講
談
社
）
で
も
、
犬
田
は
「
生
産
労
働
に
従
事
す
る
人
間
」
を
尊

び
、
彼
ら
の
労
働
の
恩
恵
に
与
る
の
み
の
「
上
層
階
級
」
を
否
定
す
る
。
そ
し

て
、
自
ら
の
思
想
に
連
な
る
先
駆
者
と
し
て
、
安
藤
昌
益
の
名
を
挙
げ
る
。

安
藤
昌
益
は
江
戸
時
代
中
期
の
医
師
、
思
想
家
で
あ
る
。
長
く
埋
も
れ
た
存

在
だ
っ
た
が
、
明
治
三
十
年
代
に
入
り
哲
学
者
狩
野
亨
吉
が
昌
益
の
著
書
『
自

然
真
営
道
』
の
稿
本
を
入
手
し
、
昭
和
初
年
代
に
狩
野
や
渡
邊
大
濤
に
よ
っ
て

紹
介
さ
れ
る
な
か
で
徐
々
に
知
ら
れ
て
い
く
。
万
人
が
「
直
耕
」、
つ
ま
り
農

業
の
生
産
労
働
に
従
事
し
自
給
自
足
で
生
き
て
い
く
べ
き
と
説
い
た（
２
）。
昌

益
の
具
体
的
な
思
想
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。
た
だ
し
、
先
に
断
っ
て
お
く

と
、
本
稿
の
目
的
は
昌
益
の
思
想
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
あ
く
ま

で
も
、
犬
田
そ
し
て
住
井
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
の
か
を
限
ら
れ
た

紙
幅
で
確
認
す
る
こ
と
に
あ
る
。

住
井
は
犬
田
の
影
響
下
で
農
民
文
学
を
手
が
け
、
運
動
の
実
践
に
も
積
極
的

で
あ
っ
た
。
住
井
が
安
藤
昌
益
の
名
を
は
や
く
か
ら
知
っ
て
い
た
こ
と
は
容
易

に
推
察
さ
れ
る
。
事
実
、
昭
和
三
十
二
年
の
日
記
に
「
昭
和
の
は
じ
め
、
秘
密

出
版
に
な
っ
た
安
藤
昌
益
の
〝
自
然
真
営
道
〞
を
ひ
も
と
い
た
時
も
、
あ
な
た

（
犬
田

│
稿
者
）
は
同
じ
よ
う
な
（「
よ
ろ
こ
び
と
感
激
」
を
あ
ら
わ
す

│

稿
者
）
顔
を
し
た
。」
と
あ
る（
３
）。
昭
和
初
年
に
昌
益
の
著
作
と
出
会
っ
た
こ

と
は
、
住
井
が
各
所
で
こ
と
ば
を
変
え
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
（
後
述
参
照
）。

本
稿
の
対
象
は
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
、
つ
ま
り
八
十
歳
以
降
の
住
井
が

住
井
す
ゑ
と
安
藤
昌
益
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達
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巻
と
「
安
藤
昌
益
事
典
」
と
題
し
た
別
巻
（
一
九
八
二
年
一
〇
月
│
一
九
八
七

年
三
月
、
編
集
・
執
筆
者
と
発
行
所
は
同
前
掲
、
た
だ
し
住
井
歿
後
の

二
〇
〇
四
年
一
二
月
に
は
増
補
篇
全
三
巻
が
刊
行
）
が
存
在
す
る
。
住
井
す
ゑ

文
学
館
は
、
住
井
と
犬
田
の
一
家
が
暮
ら
し
た
邸
宅
の
一
部
を
改
修
・
改
築
し

て
開
館
さ
れ
た
。
昌
益
の
全
集
は
現
文
学
館
の
展
示
棟
と
は
異
な
る
、
往
時
の

状
態
が
ほ
ぼ
残
さ
れ
た
旧
邸
宅
の
居
間
の
本
棚
に
揃
っ
て
収
ま
っ
て
い
る
。
住

井
の
蔵
書
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
昌
益
全
集
に
は
、
な
ぜ
か
第
一
巻
の
み
二
冊
あ

る
（
図
版
１
）。
実
は
二
冊
の
う
ち
の
一
冊
は
、
和
田
耕
作
と
い
う
人
物
か
ら

示
し
た
安
藤
昌
益
へ
の
関
心
の
痕
跡
だ
が
、
昌
益
と
の
初
遭
遇
は
か
な
り
以
前

に
遡
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。

住
井
は
『
橋
の
な
い
川
』
が
著
名
だ
が
、
む
ろ
ん
農
村
や
農
民
を
主
軸
に
描

い
た
作
品
も
多
く
残
し
て
い
る
。〈
農
〉
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
住
井
の
評

論
、
随
筆
も
豊
富
に
あ
る
。
何
よ
り
、
住
井
は
『
安
藤
昌
益
全
集
』
第
十
二
巻

（
安
藤
昌
益
研
究
会
〈
代
表
・
寺
尾
五
郎
、
東
均
、
石
渡
博
明
、
泉
博
幸
、
新

谷
正
道
、
和
田
耕
作
〉
編
集
・
執
筆
、
一
九
八
五
年
一
二
月
、
農
山
漁
村
文
化

協
会
）
の
『
月
報
』
に
文
章
を
寄
せ
て
い
た
。「
感
動
三
た
び
」
と
題
し
た
こ

の
文
章
は
、『
住
井
す
ゑ
作
品
集
』
全
八
巻
（
一
九
九
八
年
一
一
月
│

一
九
九
九
年
八
月
、
新
潮
社
）
に
は
み
え
な
い
。
こ
う
し
た
事
情
も
影
響
し
て

い
る
の
か
、
住
井
に
よ
る
安
藤
昌
益
へ
の
関
心
は
犬
田
に
よ
る
そ
れ
よ
り
注
目

さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
と
考
え
る
。

住
井
が
生
ん
だ
農
民
文
学
、
あ
る
い
は
『
橋
の
な
い
川
』
に
み
ら
れ
る
〈
土

の
文
学
〉
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
研
究
は
い
ま
だ
未
開
拓
で
あ
る
。
農
民
文

学
運
動
に
お
け
る
住
井
と
犬
田
と
の
思
想
的
な
連
帯
、
も
し
く
は
差
異
の
内
実

に
関
し
て
も
追
究
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
し
か
し
、
住
井
を
被

差
別
部
落
問
題
を
描
い
た
作
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
み
に
と
ど
め
ず
、
そ
の
文

学
的
な
可
能
性
を
よ
り
大
き
く
切
り
拓
い
て
い
く
た
め
に
こ
れ
ら
の
課
題
の
遂

行
は
必
須
だ
ろ
う
。
迂
遠
な
方
法
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
作
業
の
と
ば
口
に

立
つ
つ
も
り
で
、
住
井
と
安
藤
昌
益
の
関
係
を
資
料
も
踏
ま
え
な
が
ら
少
し
考

え
て
み
た
い
。

二
　
二
冊
の
『
安
藤
昌
益
全
集
』

牛
久
市
住
井
す
ゑ
文
学
館
の
蔵
書
資
料
中
、『
安
藤
昌
益
全
集
』
全
二
十
一

（46）

図版１： 旧住井すゑ・犬田卯邸（現牛久市住井すゑ文学館）、
居間の本棚にある『安藤昌益全集』。第一巻が二冊並ぶ。
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昌
益
の
『
自
然
真
営
道
』
を
と
ど
け
て
く
れ
た
。

　

 　
「
昌
益
の
著
書
は
東
大
の
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
そ
う
な
ん
で
す

が
、
震
災
で
ほ
と
ん
ど
焼
け
て
し
ま
っ
て
、『
自
こ

れ

然
真
営
道
』
だ
け
が
残

っ
た
そ
う
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
秘
密
出
版
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て

…
…
。
だ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
高
く
て
二
円
で
す
。」

　

 　

そ
の
二
円
本
を
、
私
た
ち
仲
間
は
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
し
た
。
秘
密
出
版
の

せ
い

0

0

か
引
っ
ぱ
り
だ
こ
で
、
読
み
終
わ
る
と
み
ん
な
興
奮
し
、
眼
を
か
が

や
か
せ
た
。（
８
）

「
そ
れ
か
ら
数
年
」
と
あ
る
の
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
関
東
大

震
災
の
翌
年
に
あ
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
記
述
を
踏
ま
え
る
。
ま
た
、
文
中
に
は

『
種
蒔
く
人
』
の
創
刊
（
一
九
二
一
年
）
に
関
す
る
話
題
も
み
ら
れ
た
。
書
簡

に
戻
り
、
和
田
氏
は
自
身
が
安
藤
昌
益
研
究
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
、
昌
益

の
歿
後
二
百
二
十
年
に
あ
た
り
『
安
藤
昌
益
全
集
』
を
刊
行
し
た
こ
と
を
伝
え

る
。
つ
い
て
は
住
井
に
目
を
通
し
て
も
ら
い
た
く
、
全
集
の
第
一
巻
を
進
呈
す

る
次
第
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
寄
贈
を
き
っ
か
け
に
住
井
が
あ
ら
た
め
て
（
増

補
篇
全
三
巻
を
除
く
）
全
集
全
巻
を
買
い
そ
ろ
え
る
こ
と
を
決
め
た
の
か
に
つ

い
て
は
判
然
と
せ
ず
、
今
後
の
調
査
に
委
ね
た
い
。

旧
住
井
・
犬
田
邸
に
残
さ
れ
た
『
安
藤
昌
益
全
集
』
第
一
巻
二
冊
の
状
態

は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
明
ら
か
に
異
な
る
。
ま
ず
、
和
田
氏
に
よ
る
献
辞
入
り
の
も

の
は
も
う
一
方
と
比
べ
る
と
相
対
的
に
状
態
が
良
好
と
い
え
る
（
図
版
２
）。

箱
に
付
い
た
帯
に
は
破
れ
な
ど
が
な
く
、
本
体
も
セ
ロ
フ
ァ
ン
の
カ
バ
ー
が
か

か
っ
た
ま
ま
で
、
消
耗
し
た
印
象
は
僅
か
で
あ
る
。
他
方
、
献
辞
の
な
い
一
冊

は
箱
の
帯
に
破
れ
が
目
立
ち
、
セ
ロ
フ
ァ
ン
の
カ
バ
ー
が
本
体
に
は
な
い
。
頁

の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
紙
片
が
栞
代
わ
り
の
よ
う
に
挟
ま
れ
て
い
た
（
図
版
３
、

住
井
宛
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
の
一
冊
の
見
返
し
に
は
献
辞
と

し
て
住
井
の
名
と
和
田
氏
の
署
名
が
記
さ
れ
、
寄
贈
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
、
献
本
が
な
さ
れ
た
と
き
の
住
井
宛
和
田
氏
書
簡
も
調
査
に
よ
り
発

見
さ
れ
た（
４
）。

和
田
耕
作
氏
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
和
田
氏
は
安
藤
昌
益
研

究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
昌
益
全
集
の
編
集
・
執
筆
者
の
一
人
と
し
て
他
の
五
名

と
共
に
全
集
奥
付
に
名
を
連
ね
る
。
氏
は
昌
益
の
研
究
書
で
あ
る
『
安
藤
昌
益

の
思
想
』（
一
九
八
九
年
一
一
月
、
甲
陽
書
房
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
本
書
も

住
井
に
献
本
さ
れ
て
お
り（
５
）、
前
述
し
た
居
間
の
本
棚
に
昌
益
全
集
と
並
ん

で
収
ま
っ
て
い
た
。
本
書
の
奥
付
に
は
著
者
略
歴
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
二
年
十
一
月
三
十
日
付
の
和
田
氏
書
簡
に
よ
れ
ば
、
和
田
氏
は
か
つ

て
『
民
主
文
学
』
の
文
学
教
室
に
参
加
し
、
複
数
人
で
住
井
宅
へ
訪
問
し
た
よ

う
で
あ
る
。『
民
主
文
学
』
は
日
本
民
主
主
義
文
学
同
盟
（
現
在
は
日
本
民
主

主
義
文
学
会
）
の
機
関
誌
で
、
作
家
や
評
論
家
な
ど
を
講
師
陣
と
し
た
文
学
教

室
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
住
井
は
日
本
民
主
主
義
文
学
同
盟
の
幹
事
に

選
出
さ
れ
て
お
り（
６
）、
文
学
教
室
の
講
師
も
つ
と
め
た
。
ま
た
、
同
書
簡
に

は
和
田
氏
が
雑
誌
『
青
年
心
理
』
掲
載
の
、
安
藤
昌
益
に
触
れ
た
住
井
に
よ
る

文
章
を
読
み
、
手
紙
を
送
っ
た
と
あ
る
。
教
育
関
連
の
雑
誌
で
あ
る
『
青
年
心

理
』
第
三
五
号
（
一
九
八
二
年
一
一
月
、
金
子
書
房
）
に
「
新
・
読
書
の
す
す

め
」
と
い
う
特
集
記
事
の
一
つ
と
し
て
住
井
の
「
読
書
は
こ
れ
か
ら
」（
７
）
と
い

う
短
い
文
章
が
あ
っ
た
。

こ
の
文
章
中
、
自
ら
の
読
書
遍
歴
を
駆
け
足
で
た
ど
る
な
か
、
住
井
は
安
藤

昌
益
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

 　

そ
れ
か
ら
数
年
た
っ
て
の
こ
と

│
農
民
文
学
仲
間
の
Ｋ
君
が
、
安
藤
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図
版
４
）。
端
的
に
い
え
ば
、
後
者
に
は
使
用
し
た
（
読
ん
だ
）
痕
跡
が
顕
著

で
あ
り
、
前
者
に
は
そ
れ
が
薄
い
。
住
井
は
和
田
氏
か
ら
送
ら
れ
た
一
冊
を
い

わ
ゆ
る
保
存
用
と
し
、
読
む
と
き
も
う
一
冊
の
ほ
う
を
手
に
と
っ
て
い
た
と
想

像
さ
れ
る（
９
）。

住
井
宛
和
田
耕
作
氏
の
書
簡
は
他
に
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
昌
益
全
集
月
報

の
原
稿
拝
受
の
お
礼
、
月
報
の
校
正
依
頼
で
あ
る（
10
）。
こ
れ
ら
の
書
簡
と
併

せ
、
住
井
直
筆
の
月
報
原
稿
も
保
管
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
た
。
お
そ
ら

く
、
校
正
依
頼
に
同
封
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
原
稿
は
二
百
字
詰
原
稿
用
紙

二
十
枚
で
右
肩
が
ホ
チ
キ
ス
留
め
さ
れ
、
ノ
ン
ブ
ル
１
か
ら
20
ま
で
す
べ
て
揃

っ
て
い
る
（
図
版
５
）。
推
敲
の
跡
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
活

字
化
さ
れ
て
い
る
。
月
報
の
内
容
に
少
し
触
れ
て
お
く
。
冒
頭
は
前
出
「
読
書

は
こ
れ
か
ら
」
で
披
露
さ
れ
た
昌
益
『
自
然
真
営
道
』
と
の
邂
逅
が
再
び
語
ら

れ
る（
11
）。
そ
の
後
は
犬
田
の
思
想
に
昌
益
の
そ
れ
と
の
具
体
的
な
類
似
を
見

出
し
、
ま
た
犬
田
と
歩
ん
だ
農
民
文
学
運
動
の
顛
末
を
同
時
代
の
趨
勢
も
絡
め

な
が
ら
回
想
す
る
。

住
井
の
安
藤
昌
益
に
対
す
る
関
心
を
物
語
る
と
考
え
ら
れ
る
資
料
を
、
さ
ら

に
挙
げ
る
。
ひ
と
つ
は
『
安
藤
昌
益
全
集
』
刊
行
元
の
農
文
協
（
農
山
漁
村
文

化
協
会
）
が
発
行
し
た
新
聞
形
式
の
も
の
で
、
全
面
が
昌
益
全
集
刊
行
や
昌
益

に
ま
つ
わ
る
特
集
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
記
事
中
、
一
箇
所
だ
が
赤
鉛
筆
ら
し

き
傍
線
が
認
め
ら
れ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、『
日
本
思
想
大
系
45　

安
藤
昌
益　

佐
藤
信
淵
』（
尾
藤
正
英
・
島
崎
隆
夫
校
注
、
一
九
七
七
年
一
二
月
、
岩
波
書

店
）
で
あ
る
。
収
録
さ
れ
た
昌
益
の
著
作
に
は
、
文
言
に
手
書
き
の
丸
印
な
ど

が
付
さ
れ
た
頁
が
み
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、
住
井
が
「
読
書
は
こ
れ
か
ら
」
の

末
尾
に
掲
げ
た
「
こ
れ
か
ら
読
む
つ
も
り
で
手
も
と
に
準
備
し
て
い
る
書
名
の

一
部
」
の
な
か
に
、「
日
本
思
想
大
系
（
全
六
十
七
巻
）」
と
あ
る
。
昌
益
全
集

（48）

図版２：献辞の入った『安藤昌益全集』第一巻  図版３： 献辞の入っていない『安藤昌益全集』 
第一巻
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に
挟
ま
れ
た
紙
片
同
様
、
書
籍
へ
の
書
入
れ
が
住
井
以
外
の
人
物
に
よ
る
可
能

性
は
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
種
々
の
経
緯
を
鑑

み
れ
ば
、
記
入
者
が
住
井
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三
　
住
井
文
学
と
安
藤
昌
益

こ
こ
か
ら
は
資
料
も
参
照
し
つ
つ
、
住
井
が
安
藤
昌
益
の
思
想
の
ど
の
よ
う

な
点
に
反
応
し
た
の
か
、
よ
り
具
体
的
に
み
て
い
き
た
い
。
そ
の
前
に
、
前
掲

『
愛
と
い
の
ち
と
』
中
、
犬
田
卯
が
昌
益
へ
言
及
し
た
箇
所
に
触
れ
て
お
く
。

あ
く
ま
で
も
犬
田
の
目
を
通
し
て
だ
が
、
昌
益
の
思
想
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
提

示
し
た
ほ
う
が
住
井
の
昌
益
関
連
資
料
が
も
つ
意
義
を
伝
え
や
す
い
だ
ろ
う
。

犬
田
は
『
愛
と
い
の
ち
と
』
に
お
い
て
、
昌
益
の
著
作
『
自
然
真
営
道
』
か
ら

の
「
要
約
」
と
し
て
そ
の
思
想
を
や
や
詳
し
く
紹
介
す
る
。
以
下
、
犬
田
に
よ

る
記
述
を
ま
と
め
る
。

「
人
間
は
原
則
と
し
て
働
い
て
食
う
べ
き
も
の
」
で
、「
権
門
に
こ
び
」
ず
、

「
自
然
に
従
い
、
自
然
に
生
き
て
ゆ
く
の
が
、
わ
れ
わ
れ
人
間
の
道
で
あ
る
。」

つ
ま
り
「
農
に
生
き
る
こ
と
」
を
昌
益
は
「
自し

然ぜ
ん

真し
ん

営え
い

の
道
」
と
名
づ
け
た
。

働
い
て
、
食
っ
て
、
眠
る
、「
そ
こ
に
人
間
本
来
の
生
活
が
存
在
す
る
。」
対
し

て
、「
不
耕
貪た
ん

食じ
き

」、
自
ら
は
労
働
生
産
を
な
さ
ず
他
人
の
生
産
物
を
奪
っ
て
生

活
す
る
者
を
昌
益
は
「
極
端
に
排
斥
」
す
る
。

　

 
万
人
が
み
ず
か
ら
耕
し
織
っ
て
く
ら
せ
ば
、
社
会
は
平
和
で
あ
る
。
そ
れ

な
の
に
、
世
間
を
見
る
と
、
何
と
そ
こ
に
は
働
か
な
い
人
間
が
多
い
こ
と

か
。
社
会
を
悪
く
す
る
の
は
、
実
に
、
こ
れ
ら
働
か
な
い
人
間
、
他
人
の

作
っ
た
も
の
を
む
さ
ぼ
り
食
う
輩
で
あ
る
。
彼
ら
が
こ
の
世
に
い
る
限

（49）

図版４： 向かって左側が献辞入りの、右側が献辞
のない昌益全集第一巻

図版５： 『安藤昌益全集』第十二巻『月報』「感動
三たび」原稿
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よ
っ
て
し
か
発
達
し
な
い
業
」
で
、「
人
間
と
自
然
と
の
微
妙
な
交
渉
、
相
互

扶
助
に
は
じ
ま
る
」
と
す
る
。
ま
た
、
人
間
と
自
然
か
つ
人
間
同
士
の
相
互
関

係
に
よ
り
「
農
に
携
た
ず
さ
わ

る
人
間
を
、
大
自
然
に
対
し
て
は
謙
虚
に
、
人
間
に
対

し
て
は
協
同
的
な
存
在
と
し
て
目
ざ
め
さ
せ
る
。
こ
れ
が
農
民
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

だ
。」
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
犬
田
は
農
民
が
征
服
、
支
配
、
搾
取
さ
れ
て
き
た

た
め
、
現
在
（
文
脈
上
、
犬
田
が
農
民
文
学
運
動
に
従
事
し
た
大
正
末
期
か
ら

昭
和
初
年
頃
）
は
利
己
的
、
個
人
主
義
的
、
孤
立
的
、
独
善
的
に
な
っ
て
い
る

と
指
摘
す
る
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
は
、「
環
境

│
社
会
制
度

│
を
変
革
す

る
こ
と
で
本
然
の
姿
に
か
え
る
。」

宇
宙
観
に
ま
で
広
が
る
犬
田
の
思
考
を
掲
げ
、
住
井
は
「
そ
の
無
支
配
、
無

搾
取
の
ア
ナ
ル
シ
ー
（
ア
ナ
ー
キ
ー
と
同
義

│
稿
者
）
を
結
果
す
る
組
織
の

中
心
が
、
亭
主
に
あ
っ
て
は
協
働
す
る
農
民
だ
っ
た
。」
と
締
め
く
く
る
。
友

人
か
ら
昌
益
『
自
然
真
営
道
』
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
き
、
犬
田
は
「
感
動
の
色

を
見
せ
」
な
か
っ
た（
15
）。
住
井
は
犬
田
が
感
動
を
覚
え
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、「
あ
ま
り
に
も
自
分
に
近
い
存
在
を
そ
こ
に
見
出
し
た
た
め
の
、
戸
惑

い
の
所
為
」
と
捉
え
た
。
自
身
の
考
え
と
昌
益
の
そ
れ
と
の
近
親
性
、
同
質
性

を
犬
田
は
自
覚
し
、
住
井
も
ま
た
そ
の
こ
と
を
感
じ
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
次
は
「
二
」
で
述
べ
た
住
井
す
ゑ
文
学
館
所
蔵
の
昌
益
関
連
資
料
か

ら
、
住
井
が
抱
く
昌
益
思
想
へ
の
関
心
の
在
処
を
少
し
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。

前
述
し
た
、
住
井
が
実
際
に
手
に
と
っ
た
と
お
ぼ
し
き
ほ
う
の
『
安
藤
昌
益
全

集
』
第
一
巻
の
う
ち
、
紙
片
が
挟
ま
れ
た
頁
の
ひ
と
つ
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

寺
尾
五
郎
に
よ
る
「
総
合
解
説
」
の
一
節
で
あ
る
。
や
や
長
い
が
引
用
す
る
。

　

 　

昌
益
は
、
人
類
の
太
古
に
、「
万
万
人
ガ
一
人
」
の
ご
と
く
、
全
員
が

耕
し
平
等
に
暮
ら
し
た
共
同
体
社
会
が
あ
っ
た
と
想
定
す
る
。
そ
こ
で
は

り
、
遂
に
平
和
は
や
っ
て
来
な
い
。（12
）

こ
う
し
た
考
え
を
も
と
に
昌
益
は
「
古
来
の
人
君
、
聖
賢
、
学
者
、
等
々
、

あ
ら
ゆ
る
支
配
者
を
非
難
、
排
撃
し
た
。」

ま
た
、
昌
益
は
法
世
と
自
然
世
と
を
区
別
す
る
。「
法
世
」
は
人
間
が
勝
手

に
「
お
き
て
」
や
「
善
悪
の
標
準
」
な
ど
を
定
め
た
世
の
中
で
あ
る
。「
そ
こ

で
は
法
律
や
教
義
が
網
を
張
」
り
、「
そ
れ
ら
は
人
間
性
を
殺
し
、
独
立
自
主

の
天
性
を
奪
」
う
。
さ
ら
に
「
働
か
ず
に
、
し
か
も
富
貴
に
く
ら
す
こ
と
を
正

当
化
」
す
る
。
対
し
て
「
自
然
世
」
は
「
む
り
な
お
き
て
の
な
い
、
自
然
の
ま

ま
の
社
会
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
人
は
、
自
由
で
あ
」
り
、「
誰
に
も
束
縛
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
誰
を
も
束
縛
せ
ず
、
お
た
が
い
に
自
然
に
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
。」「
自
然
に
生
き
る
こ
と
」
は
「
農
に
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。」

昌
益
は
法
世
を
脱
却
し
、
自
然
世
に
生
き
る
よ
う
叫
ぶ（
13
）。
犬
田
は
次
の
よ

う
に
結
ぶ
。

　

 

彼
は
あ
く
ま
で
も
権
力
を
排
し
て
、
自
然
生
を
強
調
し
た
。
自
然
科
学
的

態
度
で
物
を
見
よ
う
と
し
た
。
無
論
、
い
ま
だ
そ
れ
は
、
素
朴
な
域
は
出

な
か
っ
た
が
、
そ
し
て
天
地
自
然
に
対
す
る
解
釈
も
、
中
国
に
お
け
る
五

行
説
を
出
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
直
耕
直
織
と
い
う
と
こ
ろ
に
人
生
の
根

本
（
モ
ラ
ル
）
を
見
た
の
は
正
し
か
っ
た
。
そ
こ
に
彼
の
説
の
真
価
が
あ

る
。（14
）

前
掲
昌
益
全
集
『
月
報
』「
感
動
三
た
び
」
の
な
か
で
は
、
住
井
が
「
農
民

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
ま
つ
わ
る
犬
田
の
手
記
の
一
部
を
引
く
こ
と
に
よ
り
昌
益

の
思
想
と
の
類
似
性
を
示
唆
す
る
。
犬
田
は
「
農
業
は
人
間
の
協
力
、
共
働
に

（50） 57
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い
う
形
象
を
み
る
。
加
え
て
、
山
下
裕
作
の
論
も
援
用
し
、「「
詩
的
真
実
」
と

し
て
「
美
し
く
語
ら
れ
る
」
農
村
像
が
『
橋
の
な
い
川
』
の
基
本
背
景
で
あ

る
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
農
村
像
は
被
差
別
と
い
う
「
そ
こ
に
あ
っ
た
／
あ
る

問
題
の
告
発
、
周
知
、
啓
発
と
い
っ
た
効
果
」
を
い
っ
さ
い
損
な
わ
ず
、
む
し

ろ
「
読
者
を
作
品
世
界
に
強
く
誘
引
し
、
作
品
の
主
題
が
伝
達
さ
れ
る
ま
で
繋

ぎ
と
め
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

千
金
楽
論
は
主
に
読
者
へ
の
効
果
と
い
う
観
点
か
ら
、『
橋
の
な
い
川
』
の

農
村
表
象
を
考
え
る
。
主
題
面
か
ら
で
は
な
く
、
表
現
形
式
か
ら
本
作
へ
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
論
考
で
、
作
品
解
釈
の
新
た
な
方
向
性
を
開
い
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
一
方
、
本
稿
の
主
旨
に
引
き
つ
け
る
の
な
ら
、
こ
う
し
た
作
中
の
農
村
風

景
に
は
や
は
り
住
井
、
遡
れ
ば
犬
田
の
思
想
的
な
源
泉
を
求
め
る
こ
と
が
可
能

で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
が
生
ま
れ
る
。
読
者
か
ら
作
者
へ
目
を
転
じ
た
と

き
、
小
森
の
人
々
の
勤
労
ぶ
り
、
自
然
と
寝
食
を
と
も
に
す
る
か
の
よ
う
な
生

活
風
景
は
、
住
井
と
犬
田
が
共
有
し
た
と
考
え
ら
れ
る
安
藤
昌
益
の
思
想
の
前

提
を
な
す
「
自
然
世
」
の
世
界
と
重
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
18
）。

「
自
然
世
」
を
実
現
す
る
た
め
の
闘
争
過
程
に
身
を
投
じ
た
軌
跡
そ
の
も
の

が
、
犬
田
の
人
と
文
学
で
あ
る
と
断
じ
る
の
は
い
さ
さ
か
乱
暴
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
犬
田
の
志
を
継
ぐ
意
気
で
『
橋
の
な
い
川
』
執
筆
に
か
か
っ
た

住
井（
19
）
が
安
藤
昌
益
を
経
由
し
、
虚
構
世
界
に
闘
争
の
終
着
点
と
し
て
の

「
自
然
世
」＝
理
想
郷
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
と
い
う
想
像
は
、
ひ
と
つ
の

可
能
性
と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
む
ろ
ん
、『
橋
の
な
い
川
』
に
徹
頭
徹

尾
、
牧
歌
的
な
世
界
の
み
が
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
然
そ
こ
に

は
、
住
井
蔵
の
昌
益
全
集
に
赤
丸
印
が
刻
さ
れ
た
、「
自
然
世
」
の
破
壊
者
＝

「
王
」「
君
」「
権
力
者
」
が
登
場
す
る
。
し
た
が
っ
て
よ
り
厳
密
に
い
え
ば
、

本
作
は
「
自
然
世
」
と
「
法
世
」
の
相
克
を
住
井
な
り
に
物
語
化
し
て
い
る
と

生
態
系
は
自
然
の
ま
ま
に
循
環
し
、
人
は
労
働
す
る
こ
と
で
自
然
の
治
癒

力
が
充
分
に
は
た
ら
き
、
み
な
無
病
息
災
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
に
は

ゆ
っ
た
り
と
し
た
豊
か
さ
が
あ
り
、
す
べ
て
自
然
の
ま
ま
で
あ
る
か
ら
、

上
下
・
貴
賤
・
貧
富
の
差
別
な
ど
の
な
い
無
階
級
社
会
で
あ
っ
た
と
し

て
、
こ
れ
を
「
自し

然ぜ
ん

世せ
い

」
と
名
づ
け
た
。

　

 　

だ
か
ら
昌
益
の
用
い
る
「
自
然
」
の
一
語
に
は
、
全
存
在
の
自ひ
と

り
然す

る

自
己
運
動
性
と
、
作
為
の
加
わ
ら
ぬ
天
然
性
と
、
権
力
の
加
わ
ら
ぬ
無
階

級
性
な
ど
の
す
べ
て
が
含
意
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

（
中
略
）

　

 　

昌
益
の
い
う
「
自
然
世
」
と
は
、
共
有
・
皆
労
・
平
等
・
自
律
の
共
同

体
で
あ
る
。
昌
益
は
人
類
の
太
古
に
、
神
々
の
支
配
で
は
な
く
、
万
人
直

耕
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
見
た
。（16
）

続
く
「
こ
の
「
自
然
世
」
を
破
壊
し
た
者
は
誰
か
。
／
そ
れ
は
王
で
あ
り
、

君
で
あ
り
、
権
力
者
で
あ
る
と
昌
益
は
い
う
。」
と
あ
る
箇
所
の
上
方
余
白
に

は
、
手
書
き
に
よ
る
赤
丸
印
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
愛
と
い
の
ち
と
』
に
お
け

る
犬
田
の
記
述
と
併
せ
る
と
、
昌
益
の
唱
え
る
「
自
然
世
」
の
概
念
が
よ
り
判

然
と
す
る
だ
ろ
う
。「
自
然
世
」
と
は
ひ
と
つ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
、
理
想
郷
と
い

え
る
。
こ
こ
で
、
稿
者
に
は
あ
る
特
定
の
空
間
が
想
起
さ
れ
た
。『
橋
の
な
い

川
』
の
舞
台
と
な
る
「
小
森
」、
あ
る
い
は
そ
の
作
品
空
間
（
作
品
世
界
）
そ

の
も
の
で
あ
る
。

千
金
楽
健
は
『
橋
の
な
い
川
』
の
「
小
森
」、
そ
の
農
村
地
域
が
「
近
景
、

遠
景
、
食
事
風
景
に
至
る
ま
で
」「
不
思
議
な
ほ
ど
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
に
注
目
す
る（
17
）。
こ
の
「
明
る
く
、
ま
た
、
善
き
も

の
と
し
て
語
ら
れ
」
る
小
森
の
土
地
に
、
千
金
楽
は
「
美
化
さ
れ
る
農
村
」
と
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あ
り
、
小
説
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。『
橋
の
な
い
川
』
連

載
は
『
部
落
』
一
九
五
九
年
一
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
直
前
、
本
誌

一
九
五
八
年
六
月
号
に
「
部
落
解
放
の
た
め
の
文
学
を
」
と
題
し
た
住
井
の
文

章
が
掲
載
さ
れ
る
。

　

 　

人
間
は
平
等
だ
、
差
別
は
不
当
だ
と
力
ん
だ
り
思
っ
た
り
し
て
み
た
と

こ
ろ
で
、
差
別
的
な
感
覚
は
今
の
と
こ
ろ
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
で
す
か

ら
、
そ
の
感
覚
を
是
正
さ
せ
る
に
は
、
や
は
り
別
な
感
覚

0

0

0

0

を
も
っ
て
す
る

し
か
な
い
の
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
文
学
の
中
か
ら

受
取
る
し
か
な
い
し
そ
れ
の
中
に
し
か
発
展
し
な
い
性
質
の
も
の
だ
と
信

じ
て
い
ま
す
。（22
）

右
の
箇
所
は
『
橋
の
な
い
川
』
の
主
題
と
同
時
に
そ
の
方
法
を
も
示
唆
す
る

よ
う
に
み
え
、
興
味
深
い
。
予
定
し
た
企
図
が
実
際
に
果
た
さ
れ
た
の
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
証
す
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、『
橋
の
な
い
川
』
の

住
井
が
虚フ
ィ
ク
シ
ョ
ン構

の
な
か
に
「
別
な
感
覚
」
を
生
み
育
て
よ
う
と
目
指
し
た
こ
と

は
、
け
っ
し
て
無
視
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
「
別
な
感
覚
」
は
、「
詩
的

真
実
」
と
し
て
「
美
化
さ
れ
る
農
村
」、
あ
る
い
は
昌
益
の
「
自
然
世
」
を
彷

彿
さ
せ
る
理
想
郷
的
な
農
村
空
間
を
生
き
る
人
々
の
な
か
に
象
ら
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
も
し
仮
に
、
本
作
に
「
別
な
感
覚
」
と
い
う
大
河
が
流
れ
て
い

る
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
こ
に
接
続
す
る
支
流
の
ひ
と
つ
に
安
藤
昌
益
の
思
想
を

数
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。

注（
１
） 

以
上
、
犬
田
に
関
す
る
記
述
は
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
第
一
巻

捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

四
　『
橋
の
な
い
川
』
の
思
想
的
水
脈
│
む
す
び
に
代
え
て
│

本
稿
で
は
住
井
蔵
の
昌
益
全
集
を
中
心
と
し
た
資
料
も
参
観
し
つ
つ
、
住
井

文
学
と
安
藤
昌
益
が
唱
え
る
思
想
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
些
少
な
が
ら
考
え
て

き
た
。
犬
田
同
様
、
住
井
に
も
ま
た
昌
益
の
描
い
た
世
界
像
が
た
し
か
に
流
れ

込
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
問
題
提
起
に
と
ど
め
た
が
、
千
金
楽
が
指
摘
す
る

『
橋
の
な
い
川
』
の
「
美
化
さ
れ
る
農
村
」
へ
、
思
想
的
な
裏
づ
け
を
備
え
た

理
想
郷
（「
自
然
世
」）
の
イ
メ
ー
ジ
を
新
た
に
加
え
得
る
可
能
性
に
も
触
れ

た
。
本
作
が
被
差
別
を
題
材
お
よ
び
テ
ー
マ
と
す
る
の
は
間
違
い
な
い
。
し
か

し
、
住
井
と
犬
田
の
作
家
的
、
社
会
運
動
家
的
な
来
歴
を
再
確
認
し
つ
つ
、
本

作
を
形
づ
く
る
複
数
の
思
想
的
な
水
脈
を
探
索
す
る
作
業
は
必
要
だ
ろ
う
。

「
感
動
三
た
び
」
で
住
井
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

 

百
年
、
二
百
年
後
の
読
書
子
は
〝
橋
の
な
い
川
〞
は
、〝
老
子
、
荘
子
、

昌
益
、
秋
水
（
幸
徳
秋
水

│
稿
者
）
の
思
想
の
系
譜
に
つ
な
が
る
〞
と

理
解
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。（20
）

今
後
は
、『
橋
の
な
い
川
』
を
ひ
と
つ
の
思
想
小
説
と
し
て
読
む
視
点
も
検

討
で
き
る
。
前
掲
『
昭
和
三
十
二
年
日
記
』
に
は
、
犬
田
の
意
志
を
継
い
で

「
百
姓
と
特
殊
部
落
」
と
い
う
「
被
圧
迫
階
級
の
解
消
」
へ
ま
な
ざ
し
を
向
け

る
住
井
の
こ
と
ば
が
あ
る
。
雑
誌
『
部
落
』
座
談
会
で
も
、「
未
解
放
部
落
の

解
放
と
農
民
解
放
の
問
題
は
二
つ
の
別
個
の
も
の
で
は
な
い
」（
21
）
と
住
井
は

訴
え
る
。
た
だ
し
、
住
井
（
ま
た
犬
田
）
の
主
戦
場
、
闘
争
の
手
段
は
文
学
で
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潮
社
）
に
も
収
録
。

（
８
） 

前
掲
『
青
年
心
理
』
第
三
五
号
、
一
二
六
頁
。
傍
点
は
原
文
の
ま
ま
。

（
９
） 

む
ろ
ん
、
住
井
以
外
の
者
（
例
え
ば
ご
家
族
、
た
だ
し
全
集
の
刊
行
年

か
ら
犬
田
卯
は
除
外
さ
れ
る
）
が
全
集
を
読
ん
だ
可
能
性
は
完
全
に
は

否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
第
一
巻
寄
贈
の
経
緯
、

ま
た
後
述
す
る
『
日
本
思
想
大
系
』
所
収
、
安
藤
昌
益
の
巻
の
こ
と
も

併
せ
て
住
井
本
人
が
読
ん
だ
と
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

（
10
） 

ち
な
み
に
、
校
正
依
頼
は
一
九
八
五
年
十
一
月
十
五
日
付
。

（
11
） 

た
だ
し
、「
読
書
は
こ
れ
か
ら
」
で
は
「
農
民
文
学
仲
間
の
Ｋ
君
」
と
さ

れ
た
人
物
が
、『
月
報
』
で
は
や
や
詳
し
く
素
性
を
明
か
さ
れ
、
最
後
の

「
附
記
」
で
は
実
名
も
記
さ
れ
る
。

（
12
） 

前
出
、
犬
田
卯
・
住
井
す
ゑ
『
愛
と
い
の
ち
と　

は
だ
し
の
夫
婦
愛

三
十
六
年
』、
一
七
九
頁
。

（
13
） 

加
え
て
昌
益
は
、「
自
然
世
」
の
「
生
活
」
と
は
「「
互
性
活
真
」
の
生

活
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
互
性
活
真
」
は
昌
益
の
思
想
に
お

い
て
重
要
な
概
念
と
考
え
ら
れ
る
が
、
犬
田
に
よ
る
記
述
の
詳
細
に
つ

い
て
は
省
略
す
る
。

（
14
） 

注
（
12
）
前
掲
書
、
一
八
一
頁
。

（
15
） 

こ
の
住
井
が
語
る
犬
田
の
見
か
け
の
反
応
は
、
本
稿
「
一
」
で
触
れ
た

『
昭
和
三
十
二
年
日
記
』
の
記
述
と
異
な
る
。

（
16
） 『
安
藤
昌
益
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
八
二
年
一
〇
月
、
編
集
・
執
筆
者
と

発
行
所
は
同
前
掲
）、
一
六
頁
。
全
集
第
一
巻
中
、
紙
片
が
挟
ま
っ
た
箇

所
や
印
の
付
さ
れ
た
箇
所
は
複
数
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
提
示
で
き
た
の

は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
別
稿
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。
次
に
、
紙
片
が

（
日
本
近
代
文
学
館
・
小
田
切
進
編
、
一
九
七
七
年
一
一
月
、
講
談
社
）

「
犬
田
卯
」
の
項
目
（
執
筆
者
・
小
田
切
秀
雄
）
に
よ
る
。

（
２
） 
以
上
、
安
藤
昌
益
に
関
す
る
記
述
は
『
日
本
人
名
大
事
典
』
第
一
巻

（
一
九
七
九
年
七
月
、
平
凡
社
）「
安
藤
昌
益
」
の
項
目
（
執
筆
者
・
藤

井
甚
太
郎
）
お
よ
び
『
国
史
大
辞
典
』
第
一
巻
（
一
九
七
九
年
五
月
、

吉
川
弘
文
館
）
同
項
目
（
執
筆
者
・
尾
藤
正
英
）
に
よ
る
。
ま
た
、
昌

益
に
つ
い
て
は
エ
ド
ガ
ー
ト
ン
・
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ノ
ー
マ
ン
『
忘
れ
ら

れ
た
思
想
家
・
安
藤
昌
益
の
こ
と
』
上
下
巻
（
大
窪
愿
二
訳
、

一
九
五
〇
年
一
月
、
岩
波
新
書
）
に
も
詳
し
い
。
後
述
す
る
昌
益
全
集

『
月
報
』
の
住
井
に
よ
る
文
章
も
ノ
ー
マ
ン
の
本
書
に
触
れ
る
。
ち
な
み

に
、
牛
久
市
住
井
す
ゑ
文
学
館
所
蔵
資
料
中
に
は
『
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ノ

ー
マ
ン
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
七
七
年
四
月
、
岩
波
書
店
）
の
月
報
も

見
つ
か
っ
て
い
る
。
安
藤
昌
益
に
つ
い
て
は
前
掲
本
論
「
二
」
の
和
田

耕
作
氏
に
よ
る
著
書
を
含
め
多
く
の
書
籍
が
あ
る
が
、
本
稿
冒
頭
で
述

べ
た
意
図
に
よ
り
事
典
の
記
述
を
踏
ま
え
る
に
と
ど
め
た
。

（
３
） 

飛
鳥
川
み
つ
き
「
大
田
卯
・
住
井
す
ゑ
『
昭
和
三
十
二
年
日
記
』
翻

刻
・
解
題
」（『
東
海
大
学
日
本
語
・
日
本
文
学　

研
究
と
注
釈
』
第
八

号
、
二
〇
二
四
年
二
月
）、
一
一
六
頁
。

（
４
） 

著
作
権
等
を
考
慮
し
、
本
稿
で
は
内
容
の
一
部
を
紹
介
す
る
の
み
に
と

ど
め
、
書
簡
本
文
の
引
用
は
控
え
る
。

（
５
） 

昌
益
全
集
第
一
巻
と
同
様
、
和
田
氏
に
よ
る
献
辞
が
確
認
で
き
る
。

（
６
） 

日
本
民
主
主
義
文
学
同
盟
か
ら
住
井
に
宛
て
ら
れ
た
、
一
九
六
九
年
三

月
二
十
九
日
付
の
幹
事
選
出
通
知
が
住
井
す
ゑ
文
学
館
に
残
る
。

（
７
） 

住
井
す
ゑ
『
い
の
ち
は
育
つ　

抱
樸
舎
か
ら
』（
一
九
八
五
年
一
一
月
、

人
文
書
院
）、『
住
井
す
ゑ
作
品
集
』
第
七
巻
（
一
九
九
九
年
七
月
、
新
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挟
ま
っ
た
昌
益
著
作
本
文
の
現
代
語
訳
（
執
筆
分
担
は
特
に
明
記
さ
れ

ず
）
の
部
分
を
ひ
と
つ
だ
け
引
用
し
て
お
く
。
第
一
巻
二
四
七
頁
で

『
自
然
真
営
道
』「
真
道
哲
論
巻
・
問
答
語
論
」
の
一
節
で
あ
る
。
引
用

文
中
、
良
中
と
は
昌
益
の
こ
と
で
あ
る
。
昌
益
の
こ
の
こ
と
ば
に
は
手

書
き
に
よ
る
丸
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
／
」
は
改
行
を
示
す
（
本
論
中

の
引
用
も
同
じ
）。「
湛
香
が
三
た
び
質
問
し
て
言
っ
た
、「
道
と
は
、
活

真
の
精
妙
な
自
己
運
動
だ
と
考
え
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
」。
／
良

中
先
生
が
言
わ
れ
た
、「
端
的
に
言
え
ば
、
道
と
は
直
耕
し
て
食
う
こ
と

だ
。
活
き
る
真ま
こ
と

な
る
道
と
は
、
こ
れ
以
外
で
も
以
内
で
も
な
い
」。
／

中
香
が
言
っ
た
、「
道
と
は
、
活
真
の
自
己
運
動
、
つ
ま
り
矛
盾
関
係
を

も
っ
て
通
横
逆
の
循
環
運
動
を
し
て
い
る
八
気
の
精
妙
な
法
則
の
こ
と

だ
。
こ
れ
以
外
の
も
の
で
は
な
い
。
活
真
の
精
妙
な
は
た
ら
き
と
は
、

た
だ
一
つ
、
食
っ
て
着
る
こ
と
だ
。
天
地
・
人
間
・
万
物
は
、
食
う
と

い
う
こ
と
で
常
の
命
を
保
っ
て
い
る
。（
以
下
略
）」

（
17
） 

千
金
楽
健
「
住
井
す
ゑ
『
橋
の
な
い
川
』
の
背
景
世
界　
「
ノ
ス
タ
ル
ジ

ー
」
を
喚
起
す
る
「
美
化
さ
れ
た
農
村
」」、『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
第

一
四
〇
号
、
二
〇
二
五
年
二
月
。

（
18
） 

た
だ
し
、
千
金
楽
は
「
な
つ
か
し
さ
」「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
」
を
め
ぐ
る
議

論
も
展
開
し
て
お
り
、
作
中
の
奈
良
の
農
村
は
奈
良
出
身
の
住
井
に
と

っ
て
「「
な
つ
か
し
さ
」
の
源
と
言
え
る
存
在
だ
っ
た
は
ず
」
と
述
べ

る
。

（
19
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
住
井
自
身
が
た
び
た
び
述
べ
て
お
り
、
周
知
の
事

柄
と
い
え
る
。

（
20
） 

前
掲
「
感
動
三
た
び
」、『
安
藤
昌
益
全
集
』
第
一
二
巻
『
月
報
』、
四

頁
。

（
21
） 『
部
落
』
一
九
五
八
年
六
月
号
、
四
一
頁
。
目
次
に
「
第
三
回
部
落
解
放

全
国
婦
人
集
会
か
ら
」
と
題
さ
れ
た
特
集
記
事
の
一
つ
で
あ
る
座
談
会

記
録
「
三
つ
に
な
っ
た
婦
人
集
会
│
そ
の
成
果
と
課
題
を
集
会
参
加
者

が
語
る
│
」。

（
22
） 『
部
落
』
一
九
五
八
年
六
月
号
、
五
三
頁
、
傍
点
は
稿
者
に
よ
る
。
読
者

の
近
況
、
経
験
談
や
意
見
な
ど
を
集
め
た
投
稿
欄
「
東
西
南
北
」
中
の

短
い
文
章
。

※
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
ル
ビ
を
一
部
省
略
し
た
も
の
も
あ
る
。

※ 

本
稿
は
、
科
研
費
事
業
で
も
あ
る
牛
久
市
と
の
共
同
調
査
研
究
の
成
果
を
踏

ま
え
て
い
る
。
特
に
牛
久
市
住
井
す
ゑ
文
学
館
学
芸
員
で
牛
久
市
環
境
経
済

部
文
化
財
・
シ
ャ
ト
ー
推
進
課
の
有
薗
舟
仁
氏
を
は
じ
め
文
学
館
の
皆
様
、

推
進
課
の
皆
様
に
は
多
く
の
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Abstract

Examining the Relationship Between Sue Sumii and Shōeki Andō

ADACHIBARA Tatsuharu

This paper examines the relationship between the writer Sue Sumii and Shōeki Andō, a 

physician and thinker of the mid-Edo period. Sue’s husband, the writer/scholar of peasant 

literature Shigeru Inuta, held Shōeki’s ideas in high regard. Sue, who was strongly influenced by 

Inuta’s thinking, also showed an interest in Shōeki. Among the materials held in the Sue Sumii 

Literary Museum in Ushiku City are the Complete Works of Shōeki Andō  and letters from one of 

the editors and contributors to the collection. Drawing on these materials, we shall examine the 

specific nature of Sumii’s interest in Shōeki’s thought.

Shōeki Andō distinguished between the “world of law” and the “world of nature.” The “world of 

law” is a society in which humans arbitrarily establish rules and standards of good and evil. These 

rules and standards stifle humanity. Conversely, the “world of nature” is a society left to its natural 

state. There, people neither constrain others nor are themselves constrained, living naturally with 

one another. Essentially, they live by farming. Sumii clearly sympathized with these ideas of 

Shōeki. The “world of nature” advocated by Shōeki seems deeply connected to the fictional world 

within Sumii’s masterpiece, The River With No Bridge.
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